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別
委

員
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 委
員

滋
賀

県
議

会
 自

転
車

議
連

 副
会

長
滋

賀
県

体
操

協
会

 副
会

長
宅

地
建

物
取

引
主

任
士

若
者
に
活
躍
の
場
を！

関
西

広
域

連
合

議
会

に
て

一
般

質
問

に
登

壇
将

来
を

担
う

人
材

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を！

観
光
政
策

自
然

・
歴

史
・

文
化

・
食

な
ど

、観
光

資
源

を
さ

ら
に

磨
き

を
か

け
持

続
的

な
地

域
活

性
化

に
つ

な
が

る
ツ

ー
リ

ズ
ム

を
確

立
を！

　
全
国
青
年
都
道
府
県
議
会
議
員
の
会
で
、
福
島
県
に
調
査
に
行
き
、

昨
年
に
避
難
指
示
解
除
と
な
っ
た
浪
江
町
、
富
岡
町
へ
伺
い
ま
し
た
。

今
も
な
お
、
津
波
対
策
等
の
工
事
も
含
め
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
、
現
在
5000人

以
上
の
方
に
よ

る
、
汚
染
水
対
策
や
廃
炉
に
向
け
た
原
子
炉
建
屋
の
解
体
に
向
け
た
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
対
し
、
安
全
安
心
の
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
人
々
の
生
活
を
奪
う
原
子
力
災
害
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
2018年

度
の
予
算
を
審
議
す
る
2月
定
例
会
議
が
終
わ
り
ま
し
た
。

三
日
月
大
造
知
事
は
新
年
度
に
向
け
、「
だ
れ
も
が
健
康
で
、
活
躍

す
る
社
会
づ
く
り
」「
若
者
の
希
望
を
叶
え
る
社
会
づ
く
り
」「
新
た

な
価
値
の
創
造
・
発
信
」「
琵
琶
湖
や
山
と
人
々
の
暮
ら
し
と
の
つ

な
が
り
の
再
生
」
の
四
つ
の
視
点
か
ら
、
施
策
構
築
な
ら
び
に
予
算

編
成
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
私
は
一
般
質
問
に
お
い
て
、
ビ
ワ
イ
チ
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
滋
賀
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
活
用
、
和
食
文
化
の
活

用
な
ど
、「
観
光
政
策
に
つ
い
て
」
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
関

西
広
域
連
合
議
会
に
お
い
て
も
、
一
般
質
問
を
行
い
、
井
戸
連
合
長

に
対
し
、「
若
者
世
代
の
活
躍
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
滋
賀
を
、
関
西
を
、
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
に
す
る
と
と
も
に
、
将

来
を
担
う
若
者
た
ち
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
2018年

度
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す
！

若
者

世
代

に
よ

る
意

見
交

換
会

　
関
西
広
域
連
合
協
議
会
に
お
い
て
、
昨
年
９
月
鳥
取
市
で
若
者
世
代

に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、「
人
口
減
少
社
会
を
克
服
す
る
た
め

の
関
西
の
魅
力
向
上
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
同
志
社
大
学
を

は
じ
め
、
９
大
学
、
10チ

ー
ム
が
提
案
発
表
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
空
き

家
活
用
や
、
健
康
、
風
景
等
、
ま
ち
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
地
域
活

性
化
策
が
数
多
く
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
じ
っ
く
り
と

提
案
に
取
り
組
め
る
よ
う
時
期
を
考
慮
し
、
当
日
踏
み
込
ん
だ
議
論
と
学

生
間
の
交
流
の
場
が
持
て
る
よ
う
に
、
２
日
間
の
合
宿
形
式
で
の
開
催
を

検
討
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
よ
り
多
く
の
大
学
の
学
生
に
参
加
し
て
頂
き
、

積
極
的
な
議
論
が
な
さ
れ
、
ま
た
滋
賀
県
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

青
少

年
国

際
交

流
事

業
　
青
少
年
の
国
際
交
流
事
業
は
、
近
畿
青
年
洋
上
大
学
事
業
を
は
じ
め
、

各
府
県
に
お
い
て
も
多
く
の
事
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
年
々
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
関
西
広
域
連
合
だ
か
ら
こ
そ
、
関
西
経
済
連
合
会
や
大

学
と
の
連
携
を
行
い
、
地
域
の
人
材
育
成
さ
ら
に
は
そ
の
人
材
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
井
戸
連
合
長
も
、「
青
年
洋
上
大
学
事
業
が
、
特
に
若
い
世
代
に
対
し

て
海
外
の
生
の
体
験
を
す
る
機
会
と
し
て
大
変
有
効
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
評
価
」「
洋
上
大
学
生
が
同
窓
会
を
つ
く
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地

域
の
中
で
各
種
の
地
域
活
動
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
活
躍
」
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
経
済
、
環
境
、

ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
等
、
様
々
な
分
野
で
海
外
と
の
交
流
を
行
い
、
地
域

の
活
性
や
人
材
育
成
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
国
際
交
流
事
業
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
初
代
う
み
の
こ
の
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
就
航
二

年
目
に
私
も
乗
船
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
35年

間
、
53万

9878
人
が
乗
船
し
、
小
学
5年
生
の
心
に
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
が
、
18年

度
5月
に
就
航
す
る
新
船
う
み
の
こ
に
し
っ
か
り
と
想

い
が
引
き
継
が
れ
、
環
境
教
育
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
日
月
知
事
は
就
任
以
来
、
市
町
等
と
と
も
に
、
滋
賀
の
強
み
を
活

か
し
た
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
と
地
域
で
の
受
入
環
境
の
整
備
を
進
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
延
観
光
入
込
客
数
は
2012年

以
降
、
年
々
増
加
し
、

2016年
度
は
5077万

人
、
観
光
消
費
額
は
1735億

円
と
過
去
最
高
を

記
録
し
、「
滋
賀
県
観
光
交
流
振
興
指
針
」
の
目
標
値
を
前
倒
し
で
達

成
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
内
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
前
年
度

比
19.3％

増
で
あ
る
も
の
の
、
滋
賀
で
は
減
少
し
て
お
り
、
海
外
へ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
姿
勢
も
含
め
、
分
析
し
た
上
で
、
対
策

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

〇
ビ

ワ
イ

チ
の

推
進

に
つ

い
て

　「
ビ
ワ
イ
チ
推
進
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
「
観
光
・
地
域
経
済
の
振
興

に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
、
環
境
整
備
や
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
意
識

づ
け
、
県
民
自
身
の
自
転
車
に
よ
る
周
遊
促
進
等
を
進
め
、
県
外
か
ら

の
来
訪
者
と
県
民
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
「
ビ
ワ
イ
チ
」
を
通
じ
て
滋
賀

県
の
魅
力
を
体
感
い
た
だ
き
、
県
全
体
が
活
性
化
し
て
い
く
。」
想
い

で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備
は
、
大
変

重
要
で
あ
り
、
国
や
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
安
心
を
高
め
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
」
な
ど
、
タ
ン
デ
ム
自
転
車
が
今
年
四
月
か
ら
解

禁
さ
れ
る
こ
と
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
走
行
環
境
の
整
備
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
に

つ
い

て
　「
滋
賀
な
ら
で
は
の
自
然
を
活
か
し
た
ビ
ワ
イ
チ
、
ト
レ
イ
ル
、
湖
上

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
魅
力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
連
携
し
、
相
乗
効
果
を
生
む
よ

う
取
組
を
進
め
て
い
く
」
な
ど
集
客
に
む
け
戦
略
的
に
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

〇
滋

賀
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
に

よ
る

発
信

力
の

強
化

　「
映
像
制
作
の
誘
致
、
ロ
ケ
支
援
、
広
報
宣
伝
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

映
像
作
品
を
通
じ
て
、
本
県
の
知
名
度
向
上
や
滋
賀
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
、

滋
賀
へ
の
誘
客
を
図
っ
て
い
る
。

映
画
「
曇
天
に
笑
う
」
に
お
い
て
も
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
映
像
を
活
用

し
た
情
報
発
信
を
行
い
、
ロ
ケ
地

や
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

観
光
振
興
」
に
結
び
付
け
る
な
ど
、

発
信
力
の
強
化
が
必
要
で
す
。

〇
映

像
産

業
の

誘
致

可
能

性
　
滋
賀
県
に
は
多
く
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
さ
ら
に
ス
タ
ジ
オ
や

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
撮
影
拠
点
が

あ
れ
ば
、
更
な
る
需
要
を
開
拓
で

き
る
と
い
え
ま
す
。

〇
和

食
を

活
用

し
た

観
光

振
興

　「
滋
賀
県
の
食
や
暮
ら
し
を
味
わ

い
体
験
し
て
い
た
だ
く
滞
在
型
観

光
の
推
進
」
を
通
じ
、
観
光
振
興

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

福
島

へ
。復

興
に

向
け

て
日

々
前

進
。

新
船

う
み

の
こ

が
18年

度
か

ら
就

航

初
代
う
み
の
こ
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー

新
船
建
造

現
場
視
察

（
文
教
警
察
常
任
委
員
会
）

日
吉
大
社
で
も
撮
影
さ
れ
た

映
画
「
曇
天
に
笑
う
」

原
作
者
唐
々
煙
さ
ん
は
大
津
市
唐
崎
出
身

び
わ
湖
レ
イ
ク
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
撮
影
拠
点
施
設

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

廃
炉
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
む

防
波
堤
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

腰
の
高
さ
の

津
波
で

生
存
率
０
％
に

昨
年
1０
月
に
再
開
し
た
富
岡
駅

駅
を
超
え
る
橋
は
津
波
時
の

避
難
場
所
に
な
り
ま
す


